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さまざまな挿話を提供して，読者に新商品の開発や，難交
渉の解決，話題づくりのヒントにしていただくということ
を狙いとする読み物．缶詰，びん詰，レトルト食品を念頭
に捕物控から拾い出して紹介するが，連想のままずれてゆ
くことがあってもご愛敬ということで．
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企業最前線～経営者に聞く～78

水産物の漁獲量の激減に伴い，昭和50年代からカニ缶詰の
OEM供給を開始し，平成3年からサバ缶詰の生産を再開し
た．付加価値のあるサバ缶詰を生産し，生産のスピード化，
省力化を図りつつ，危機管理対応の観点から，経営基盤の
強化と生産品目の多様化を進めている．
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果実缶詰の供給・市場動向 Ⅰ

果実缶詰の主要品目である「みかん」「パインアップル」「桃」
「さくらんぼ」「みつ豆・混合フルーツ」の５品目にスポッ
トを当てて，その歴史や今日までの供給・市場動向につい
て解説する．供給量は，95年に国産12.6万トン（529億円），
輸入33.7万トン（348億円）と史上最多となり，総供給量
に占める輸入比率は72.8％（金額39.8％）に達した．17年
には国産4.9万トン（200億円），輸入25.0万トン（502億円）で
総供給量が29.8万トン（690億円）に減少している．本稿では，
「みかん」「パインアップル」について解説し，次号で「桃」「さ
くらんぼ」「みつ豆・混合フルーツ」について述べる．
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